
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０１２年７月 

細心の注意を払い入念に修復された新車両を加えオリエン
ト･エクスプレスのノーザン･ベルは、計７車両の豪華客車
として新たなデビューを果たしました。マル島のスコット
ランド城にちなんで名づけられた新車両デュアルは、熟練
した英国職人の巧みによって甦り、８月より正式に運行し
ます。 
 
１９６０年代に王室列車の一部であったデュアルは１９９９
年にオリエント･エクスプレス社に売却されました。 
２００８年にノーザン･ベルの一車両となるために外板を剥

がすなどの全面的な修復が始められ、名高いオリエント･エクスプレスの水準を満たすため、熟練した
英国職人達の献身的な作業により慎重に修復作業が行われました。 
 
寄木細工は英国の同族経営企業であるダン･アンド･サン社に委ねられました。彼らは１８９５年以来寄
木細工を作り続け、タイタニック号、クイーン･マリー号やクイーン･エリザベス号などのクルーズ船、
またノーザン･ベルの姉妹列車、ブリティッシュ･プルマンの寄木細工も見事に修復しています。 
 
デュアルのためにデザインされた寄木細工は、車両の両端の木製パネルに施されたデュアル城に見るこ
とができます。またマル島の複雑な花の模様を描写した壁に張られた６枚のパネルも寄木細工によっ
て造られています。ダン･アンド･サン社のシェリル･ダン氏は「背景の化粧板は贅沢な深みのある赤褐
色の刻み目で、ピンクヘザーと白色の花々が散りばめられています。私は１９２０年代に私の曾祖父が
オリジナルのプルマン客車のパネルに凝らした細工と全く同じ手法で、一枚一枚のパネルを作り上げま
した。完成までにはまさに何百時間もかかりました。」と語っています。 
 
窓に掛けられたアザミの模様のカーテンや１３６７年以来デュアル城の城主だったマクリーン一族のタ
ータン柄のクッションなどの、装飾が客車全体に反映されています。 
 
ノーザン･ベルの各車両には、アニック、ビーバー、チャッツワース、グラームスそしてワーウィックな
ど、かつての壮大なお城や貴族の館の名前が冠されており、それぞれの特徴的なデザインが車両のイン
テリアにも反映されています。デュアルはそれらの車両に連結され、年間の定期運行でご利用いただけ
ます。 
  



 

 
のんびりとした列車の旅の楽しみを探求する人々が増え
続ける中、新たにデュアルがノーザン･ベルに加えられた
ことは多くのトラベラーから歓迎されるでしょう。２４
名収容の新車輌は列車の最後部に位置し、全車両で２７６
名を収容できるノーザン･ベルは、全車両を貸し切っての
グループ旅行、パーティーそしてウェディングなどにも
最適な豪華列車です。 
 
ノーザン･ベルは年間を通しイギリス各地の６０を超える
地方駅から出発し、歴史ある町への日帰り旅行、風格ある
マナーハウスが並ぶカントリーサイドや有名なスポーツ

イベントの開催地へ運行しています。豪華列車での最高のおもてなしであるお食事は、列車の旅の全盛
期であった時代を彷彿とさせてくれます。 
  
 
 

 
オリエント･エクスプレスは、ラグジュアリーホテルと洗練された感動の旅体験を提供するユニー
クなコレクションを取りそろえています。オリエント･エクスプレス社は、１９７６年にイタリア、
ベニスの名門ホテル･チプリアーニの購入と同時に創設され、その後ベニス･シンプロン･オリエン
ト･エクスプレスとしてロンドン、パリ、ベニスとその他のヨーロッパの都市を繋ぐ豪華列車の運
行を開始し、伝説の旅を蘇らせました。以来、究極のラグジュアリーな旅の体験を世界各地で提
供しています。現在、オリエント･エクスプレス･ブランドは４６のホテル、クルーズ、列車のビジ
ネスを２３カ国で展開しています。ホテルは、ベニスのチプリアーニ、サンクトペテルブルグのグ
ランド･ホテル･ヨーロッパ、マドリッドのホテル･リッツ、ケープタウンのマウント･ネルソン、
リビエラマヤのマロマ･リゾート＆スパなどをはじめとした、世界の名だたる個性的なラグジュア
リーホテル･コレクションで、６つの豪華観光列車、２つのリバークルーズ、ニューヨークを代表
するレストランの一つ「２１」を運営しています。 
 
 

オリエント･エクスプレスの詳細は、 www.orient-express.co.jp でご覧いただけます。 

オリエント･エクスプレスに関して 

日本での予約･問い合わせ： 
オリエント･エクスプレス   

 
電話 ０３-３２６５-１２００ 
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オリエント･エクスプレス ＰＲ代理店、ケントス･ネットワークまでご連絡ください。 
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